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ただいまご紹介いただきました住信 SBIネット銀行

の吉本と申します。

今日、私からは、「当社の FinTech戦略」と「改正

銀行法とオープン API」といったテーマでお話をさせ

ていただければと思います。

どうぞよろしくお願いいたします。

お手元の資料と投影するスライドに関して、普段は

差異があるのですけれども、今日はきんざいさんと調

整しまして差異なしなので、お手元の資料が全部投

影するスライドと一緒になっています。ですので、見

やすいほうでご覧いただきながらお話をさせていただ

ければと思います。

早速、中身に入らせていただきます。

Slide 2　自己紹介

まず簡単に自己紹介をさせていただきます。

私は、2015年 2月からですので、ちょうど丸 3年、

住信 SBIネット銀行に所属しております。2年半ほど

前に FinTech事業企画部ができまして、こちらを担

当しております。

4社ほど転職しておりまして、左下の会社から順々

に経験しています。金融機関としては、住信 SBIネッ

ト銀行が最初というようなキャリアです。

現在、外部委員活動もいくつかやらせていただい

ています。たとえば日本銀行さんの「ITを活用した金

融の高度化の推進に向けたワークショップ」に関して

は、ラウンドテーブルをやっていたり、

全国銀行協会さんのほうでも、APIの研究会や検

討会などがありまして、そちらの委員もやらせていた

だいています。

それから、FISCさんのほうでも、昨年、FinTech

に関する有識者検討会で委員を務めさせていただき

ました。
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金融システム研究会 2018 年 2月度

Slide 1  

Slide 2  
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Slide 3　2007年 9月 24日開業

2007年 9月開業ということで、現在、「開業 10周

年」と言っていますけれども、インターネットフルバン

キングサービスを提供する会社でございます。

口座数は 9月末時点で 296万だったのですけれど

も、最近 300万口座を超えております。

預金残高も 4兆円ちょっとというような感じです。

親会社は三井住友信託銀行と SBIホールディングス

の 50％・50％という構成です。

Slide 4　預金残高 ネット銀行 No.1

預金の話はさせていただいたので、4ページ目は

飛ばします。
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Slide 3  

Slide 4  
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Slide 5　住宅ローン取扱額 ネット銀行 No.1

住宅ローンが引き続きご好評をいただいていまし

て、ネット銀行の中ではきっと取扱高もナンバーワン

なのかなというふうには思っています。2017年 9月時

点で 4兆円弱の取り扱いという実績になっています。

Slide 6　本日のアジェンダ

「本日のアジェンダ」として、6ページのような内容

でお話を進めさせていただきたいと思っています。

FinTechとイノベーション
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金融システム研究会 2018 年 2月度

Slide 5  

Slide 6  
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Slide 7　FinTechへの取組みのきっかけ

当社としての「FinTech への取り組みのきっかけ」

をご紹介します。

先ほども少し申し上げましたが、2015年 8月 25

日にマネーフォワードさんと業務提携を発表させてい

ただきました。そのときに FinTech事業企画部をつく

りまして、同日、私がそこの担当になっていますが、

それ以来、当社としては FinTechというものへの取り

組みをやっていくということを表明しております。

実際、「ワールドビジネスサテライト」にて、当日、

FinTechというキーワードが広がっていますよという

報道があり、当社の代表取締役の円山が、「今年が

フィンテック元年になる」と発言し、下の写真のよう

に、北尾と、昨年上場されたマネーフォワードの辻

さんと当社の円山とで握手するという写真が撮られ

ました。この写真は 2016年 1月 1日の日経新聞の

FinTech特集、元旦の特集でも使われて、2015年

は FinTech がはやりましたねというところで取り上げ

られた象徴的なイベントだったのかなと思っていまし

て、当社としても、ここが FinTechを推進していくきっ

かけとなっております。

Slide 8　FinTechは金融にイノベーションをまき

おこす

では、国全体ではどうかということでいうと、2015

年 12月に、金融審の、決済業務等の高度化に関す

るワーキンググループの報告書が出ていまして、そこ

に「FinTech の登場」という言及があります。私が注

目したいのはここの赤く囲っている「イノベーション」

というキーワードでして、1枚の中にこんなに同じキー

ワードを並べるというのは、相当に強調する、相当に

力を入れているテーマなのだろうと思っています。

FinTechは金融にイノベーションを巻き起こす、巻

き起こしてほしいというのが国からのメッセージだと

思っていまして、その要素として、下に青囲みさせて

いだいていますが、「オープン APIのあり方」が位置

付くということだと思います。


